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ようこそ 留学生！

w e l c o m e  t o  k i k a i j i m a

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
喜
界
島
の
人

た
ち
は
と
て
も
心
が
温
か
く
優
し
い

人
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
■
残

り
3
カ
月
ほ
ど
で
す
が
、
今
後
は
イ

ン
ド
の
食
文
化
を
伝
え
る
な
ど
文
化

交
流
の
機
会
を
も
っ
と
持
ち
た
い
で

す
。
喜
界
島
の
ヤ
ギ
料
理
も
食
べ
て

み
た
い
で
す
。
イ
ン
ド
に
帰
っ
た
ら

喜
界
島
が
恋
し
く
て
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　

デ
ワ
ン
の
所
属
す
る
普
通
科
2
年

担
任
の
今
門
健
作
先
生
は
「
最
初
は

時
間
を
遵
守
す
る
日
本
の
文
化
に
戸

惑
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
持
ち

前
の
明
る
く
て
積
極
的
な
性
格
で
す

ぐ
に
順
応
し
て
く
れ
た
。
と
て
も
ク

ラ
ス
に
馴
染
ん
で
い
て
担
任
と
し
て

安
心
で
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
は
、
英
語
科
の

先
生
に
英
語
で
通
訳
を
し
て
も
ら
っ

た
も
の
の
、
日
本
語
も
徐
々
に
上
達

し
つ
つ
あ
る
デ
ワ
ン
。
ま
た
、
持
ち

前
の
明
る
い
性
格
で
多
少
の
言
葉
の

壁
な
ど
す
ぐ
飛
び
越
え
て
し
ま
う
よ

う
だ
。
皆
さ
ん
も
デ
ワ
ン
を
見
か
け

た
際
は
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
を
！

ム
、
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て
の
勉
強
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
で
も
海
は

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
化
学
物

質
や
ご
み
で
汚
れ
て
い
ま
す
。
喜
界

島
の
美
し
い
海
を
見
て
、
本
来
海
と

は
こ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
な
あ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
■
日
本
に
来
て
文
化

の
違
い
で
最
も
驚
い
た
こ
と
は
、
日

本
で
は
牛
肉
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。

イ
ン
ド
で
牛
は
、
多
く
の
恵
み
を
与

え
て
く
れ
る
神
に
近
い
存
在
な
の
で

食
べ
ま
せ
ん
。
逆
に
日
本
人
は
ヤ
ギ

を
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
ド

で
は
よ
く
食
べ
ま
す
。
イ
ン
ド
に
は

た
く
さ
ん
の
神
様
が
い
て
曜
日
ご
と

に
食
べ
ら
れ
る
物
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
週
に
一
度
は
断
食
が
あ
り
、
そ

の
日
の
日
中
は
水
、
牛
乳
、
フ
ル
ー

ツ
、
ポ
テ
ト
な
ど
し
か
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
。
■
通
学
で
バ
ス
を
よ
く
利
用

す
る
の
で
す
が
、
一
度
お
婆
さ
ん
の

荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
、
会
う
度
に

お
礼
を
言
っ
て
く
れ
、
本
当

に
良
く
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
散
歩
中
に
警
察
の
人
に

質
問
さ
れ
た
時
は
、
最
初
は

訳
が
分
か
ら
ず
怖
か
っ
た
の

で
す
が
、
非
常
に
優
し
く
接

　

僕
は
13
歳
頃
、
初
め
て
日
本
の
ア

ニ
メ
や
漫
画
を
見
て
日
本
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
で

日
本
人
の
日
本
語
教
師
と
も
出
会

い
、
さ
ら
に
日
本
語
や
日
本
文
化
を

学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
■
日
本

に
来
る
前
は
、
日
本
語
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
喜
界
島
で
日

本
語
に
接
し
て
い
る
と
身
近
に
感
じ
、

思
っ
て
い
た
よ
り
難
し
い
も
の
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
■
喜
界
高

校
は
、
授
業
内
容
や
先
生
の
教
え
方

も
良
い
で
す
が
、
周
り
の
友
達
の
存

在
が
学
校
生
活
を
よ・

・り
楽
し
く
し

て
く
れ
ま
す
。

■
休
み
の
日

は
ホ
ス
ト
ブ

ラ
ザ
ー
の
慎

太
郎
と
魚
釣

り
や
海
水
浴
、

カ
ー
ド
ゲ
ー

皆
さ
ん
、
喜
界
高
校
へ
イ
ン
ド

か
ら
の
留
学
生
が
や
っ
て
き
た

の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
彼
の
名
は

デ
バ
ン
シ
ュ
・
シ
ン
デ
（
16
）
く
ん
。

愛
称
は
デ
ワ
ン
。
こ
こ
で
は
親
し
み

を
込
め
て
愛
称
で
呼
ば
せ
て
い
た
だ

く
。

　

デ
ワ
ン
は
、
文
部
科
学
省
の
「
ア

ジ
ア
高
校
生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
を
利
用
し
て
喜
界
高
校
に
留
学

し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
日
本
に
関
心

を
持
ち
日
本
語
を
学
ぶ
意
欲
の
あ
る

ア
ジ
ア
の
高
校
生
た
ち
を
日
本
に
招

へ
い
す
る
政
府
事
業
で
、
留
学
生
た

ち
は
寮
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も

と
か
ら
各
高
校
に
通
う
。
デ
ワ
ン
も

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
板
井
美

代
子
さ
ん
（
塩
道
）
宅
か
ら
通
っ
て

い
る
。
美
代
子
さ
ん
は
、
当
紙
7

月
号
で
紹
介
し
た
、
大
分
県
か
ら
サ

ン
ゴ
礁
研
究
に
魅
せ
ら
れ
島
に
や
っ

て
き
た
板
井
慎
太
郎
く
ん
の
母
親
だ
。

美
代
子
さ
ん
が
以
前
か
ら
留
学
生
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
た
縁
も
あ
り
、
喜
界
高
校
へ
の

留
学
生
受
入
れ
も
決
ま
っ
た
と
い
う
。

留
学
期
間
は
9
月
1
日
か
ら
2
月
14

日
ま
で
。
島
に
来
て
約
3
ヵ
月
た
っ

た
デ
ワ
ン
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

デバンシュ  シンデ（Devansh Shinde） くん

授業で発表するデワン

カメラにいつも笑顔で応
えてくれる（体育大会にて）

クラスメイトと談笑中
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３大会連続Vのゴールテープを切る湾体協アンカーの平馬尚樹選手３大会連続Vのゴールテープを切る湾体協アンカーの平馬尚樹選手

９
地
区
１
５
０
人
が

９
地
区
１
５
０
人
が    　
　
　
　

    

　

晴
天
の
喜
界
路
を
駆
け
る

　

晴
天
の
喜
界
路
を
駆
け
る

　

第
53
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大

会
が
11
月
11
日
、
喜
界
町
役
場
前

を
発
着
点
と
し
県
道
を
北
回
り
に

走
る
15
区
間
（
33
・
22
キ
ロ
）
で

開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
9
体
協
か
ら
10
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
、
秋
晴
れ
の
喜

界
路
を
1
5
0
人
の
選
手
が
駆

け
抜
け
た
。

　

沿
道
か
ら
は
、
地
区
の
誇
り
を

背
負
い
懸
命
に
走
る
選
手
た
ち
へ

多
く
の
町
民
の
熱
い
熱
い
声
援
が

送
ら
れ
た
。

湾
体
協
が
３
連
覇

湾
体
協
が
３
連
覇  　　

    　

通
算

　

通
算
66
度
目
の
優
勝

度
目
の
優
勝

　

午
前
11
時
、
号
砲
が
鳴
り
響
き

役
場
前
を
小
学
男
子
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
1
区
は
荒
木
の
勇

智
一
が
ト
ッ
プ
の
快
走
で
第
一
中

継
所
へ
駆
け
こ
む
と
姉
の
2
区
・

勇
美
玲
も
首
位
を
キ
ー
プ
し
第
二

中
継
所
へ
。
3
区
は
3
位
で
タ
ス

キ
を
受
け
た
志
佐
の
遠
藤
浩
文
が

区
間
賞
の
走
り
で
ト
ッ
プ
に
立

ち
、
遠
藤
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
た

4
区
・
奥
田
海
士
も
区
間
3
位
の

好
走
で
首
位
を
キ
ー
プ
し
第
四
中

継
所
へ
。
そ
の
間
、
後
方
で
は
4

位
の
早
町
・
冨
健
心
が
区
間
新
の

走
り
で
前
と
の
差
を
猛
追
。
続
く

5
区
は
、
4
位
で
タ
ス
キ
を
受
け

た
早
町
・
大
山
咲
羽
が
区
間
賞
の

走
り
で
3
人
を
抜
き
去
り
一
気
に

ト
ッ
プ
に
踊
り
出
る
。

　

こ
こ
ま
で
順
位
が
目
ま
ぐ
る
し

く
入
れ
替
わ
る
展
開
だ
が
6
区
一

般
男
子
の
長
距
離
区
間
で
も
更
な

る
順
位
変
動
が
展
開
。
3
位
で
タ

ス
キ
を
受
け
た
湾
・
西
木
場
真
一

が
2
人
を
抜
き
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
、

6
位
で
タ
ス
キ
を
受
け
た
中
里
連

合
・
正
木
玲
司
は
区
間
2
位
の
快

走
で
3
位
へ
順
位
を
上
げ
、
区
間

新
の
嘉
手
浦
・
登
山
幸
一
は
4
人

抜
き
で
4
位
へ
順
位
を
上
げ
た
。

　

6
区
で
初
め
て
先
頭
に
立
っ
た

湾
は
、
そ
の
後
安
定
し
た
走
り
で

一
度
も
ト
ッ
プ
を
譲
る
こ
と
な
く

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
、
3
大
会

連
続
6
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

2
位
は
終
盤
で
順
位
を
上
げ
た

赤
連
池
治
A
、
3
位
は
6
区
以

降
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
た
中
里

連
合
、
4
位
に
は
序
盤
ト
ッ
プ
争

い
も
見
せ
る
な
ど
健
闘
し
、
昨
年

の
8
位
か
ら
大
幅
に
順
位
を
上
げ

た
荒
木
が
入
っ
た
。　

　

ま
た
、
今
大
会
は
8
区
・
小
学

女
子
区
間
で
志
佐
体
協
の
濵
川

輝こ
う
こ心
選
手
が
小
学
3
年
生
な
が
ら

区
間
賞
を
取
る
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。

　

こ
う
し
て
第
53
回
大
会
は
、
事

故
等
も
無
く
無
事
に
終
了
し
た
。

襷
た

す

き

を
つ
な
ぐ

島
内
一
周
駅
伝

～
湾
体
協
が
3
大
会
連
続
6
度
目
の
Ｖ
～
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各中継所順位

１区　小学男子　1.65km（役場前～喜界高校正門前）
１位 勇　智一 荒木 　 5 分 44秒
２位 坂元優之介 中里連合 　 5 分 46秒
３位 榮　海璃 志佐 　 5 分 51秒
２区　中学女子　1.70km（～深水モータース前）
１位 黒田　杏菜 湾 　 6 分 13秒
２位 岩井　桃花 赤連池治Ａ 　 6 分 39秒
〃 富田みやび 小野津 　 6 分 39秒

３区　50才以上男子　1.65km（～坂嶺生活館前）
１位 遠藤　浩文 志佐  　 ６分 04秒
２位 前底　浩千 湾 　 ６分 31秒
３位 川島　義男 早町 　 ６分 38秒
４区　高校男子　2.44km（～伊実久公民館前） 
１位 冨　健心 早町 ★ 8分 25秒
２位 久保　龍助 荒木     　 8 分 45 秒
３位 奥田　海士  志佐 　 8 分 50秒
５区　高校女子　1.75km（～西商店前）
１位 大山　咲羽 早町   　 6 分 38秒
２位 柳　聖蘭 荒木 　 7 分 13秒
３位 盛　友愛 嘉手浦 　 7 分 15秒
６区　一般男子　3.62km（～のぞみ幼稚園前）     
１位 登山　幸一 嘉手浦 ★ 12分 17秒
２位 正木　玲司 中里連合 　 12 分 53秒
３位 西木場真一 湾 　 12 分 58秒
７区　中学男子　2.89km（～塩道漁村コミュニティ施設前）
１位 横山　一斗  湾  ★ 9分 04秒
２位 市来崎暉知 赤連池治Ａ ★ 9分 24秒
３位 富田　楓河 小野津 　 9 分 52秒
８区　小学女子　1.32km（～白水公民館前）         
１位 濱川　輝心 志佐 　 5 分 11秒
２位 中馬　沙智 赤連池治Ａ 　 5 分 16秒
３位 野間きらら 中里連合 　 5 分 29秒

９区　一般男子　3.21km（～阿伝公民館前） 
１位 高橋　秀尚 中里連合   ★ 10 分 48秒
２位 川畑　慎作 赤連池治Ａ ★ 10分 50秒
３位 生島　常智 嘉手浦 　 11 分 16秒
10 区　女子フリー　1.93km（～花良治公民館前）     
１位 豊原　周子 中央 　 7 分 28秒
2位 梅田　唯音 湾 　 7 分 36秒
３位 新田　菜愛 志佐 　 7 分 42秒
11 区　高校男子　3.87km（～あゆみ幼稚園前）   
１位 久　宝真  湾 ★ 12分 34秒
２位 岡本　優 荒木 ★ 13分 09秒
３位 幸得　拓也 嘉手浦 　 13 分 59秒
12 区　一般女子　1.00km（～手久津久農村公園前）
１位 乾　明日香 湾 ★ 3分 38秒
２位 岩切　華子 中央 　 3 分 52秒
３位 中武　智佳  赤連池治Ｂ 　 4 分 00秒
13 区　30 才以上男子　2.50km（～旧荒木小学校前）
１位 矢田　友幸 赤連池治Ａ ★ 8分 39秒
２位 渡部　賢一 嘉手浦 ★ 8分 44秒
３位 折田　貴史 中央 ★ 9分 10秒
14 区　中学男子　2.11km（～中里公民館前）
１位 浜岡　玲王 志佐 　 7 分 14秒
２位 豊島　弘太 湾 　 7 分 15秒
３位 市來崎靖幸 赤連池治Ａ 　 7 分 25秒
15 区　40 才以上男子　1.58km（～役場前）
１位 八木　敏文 赤連池治Ａ 　 5 分 55秒
２位 益田　幸直 荒木 　 6 分 09秒
３位 俊原　光広  赤連池治Ｂ 　 6 分 35秒
★は区間新記録（　）内は各中継地点
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【Ｂクラスの部】
優　勝   中里連合 ２時間 08分 43秒  

【Ａクラス】湾、赤連池治Ａ、中央、嘉手浦、
志佐

【Ｂクラス】中里連合、荒木、早町、小野津、
赤連池治Ｂ

【総合の部】
優勝   湾 ２時間 03分 46秒  

２位   赤連池治Ａ ２時間 07分 32秒  

３位   中里連合 ２時間 08分 43秒  

４位   荒木 ２時間 08分 56秒  

５位   嘉手浦 ２時間 09分 14秒  

６位   中央（坂嶺・滝川） ２時間 12分 01秒  

７位   志佐 ２時間 17分 28秒  

８位   早町 ２時間 18分 41秒  

９位   赤連池治Ｂ ２時間 19分 45秒  
10 位 小野津 ２時間 21分 22秒

大会成績（平成 15年～）
H19 42 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58分 53秒    
H20 43 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 59分 58秒    
H21 44 回 赤連池治  2 時間 01分 29秒    
H22 45 回 赤連池治  2 時間 01分 17秒    
H23 46 回 赤連池治A 2 時間 01分 53秒    
H24 47 回 赤連池治A 2 時間 01分 10秒    
H25 48 回 湾 2時間 06分 03秒
H26 49 回 赤連池治A 2時間 02分 24秒
H27 50 回 湾 2時間 06分 18秒
H28 51 回 中　　止
H29 52 回 湾 2時間 03分 46秒
H30 53 回 湾 2時間 03分 46秒

平成元年以降の優勝回数（今大会含む）
赤連池治 嘉手浦 中里連合 湾 早町
11回 ６回 ４回 6回 ２回
＊ 赤連池治に湾B、湾に湾Ａ、中里連合に湾Ｃ、
嘉手浦に上嘉鉄の優勝を含む

役場前を一斉に飛び出していく1区小学男子の選手たち役場前を一斉に飛び出していく1区小学男子の選手たち
選手宣誓を行った選手宣誓を行った
中央体協の豊原天平選手中央体協の豊原天平選手

優勝を飾った湾体協のメンバー　おめでとうございます ! !優勝を飾った湾体協のメンバー　おめでとうございます ! !
5　Kikai Public Relations 2018.12



１区区間賞の荒木・勇智一選手から１区区間賞の荒木・勇智一選手から
姉の美鈴選手へトップでの襷リレー姉の美鈴選手へトップでの襷リレー2区 トップの荒木を先頭に2位以下は混戦模様2区 トップの荒木を先頭に2位以下は混戦模様

3区区間賞の志佐・遠藤浩文選3区区間賞の志佐・遠藤浩文選
手から高校男子の奥田海士選手へ手から高校男子の奥田海士選手へ

選手最年長の荒木 3区・福原安選手最年長の荒木 3区・福原安
成選手（68）は区間 4位の快走成選手（68）は区間 4位の快走

喜界中学校校長先生も力走喜界中学校校長先生も力走
嘉手浦 3区・長元武彦選手嘉手浦 3区・長元武彦選手

喜界高校教頭先生も激走 赤喜界高校教頭先生も激走 赤
連池治 A 3 区・松崎浩隆選手連池治A 3 区・松崎浩隆選手

区間新の快走で前との差を猛追した早町区間新の快走で前との差を猛追した早町
4区・冨健心選手4区・冨健心選手

激しい順位争いを繰り広げる赤連池治B 4 区・平激しい順位争いを繰り広げる赤連池治B 4 区・平
雅広選手と中央・永井伸之介選手雅広選手と中央・永井伸之介選手

区間賞の走りでチーム貢献区間賞の走りでチーム貢献
早町 5区・大山咲羽選手早町 5区・大山咲羽選手

地元大声援の中で襷リレー 小野津 5地元大声援の中で襷リレー 小野津 5
区・池田奈桜選手から繁山喜智選手へ区・池田奈桜選手から繁山喜智選手へ

区間新でチームに貢献 嘉区間新でチームに貢献 嘉
手浦 6区・登山幸一選手手浦 6区・登山幸一選手

急な登り坂後の直線で攻防が繰急な登り坂後の直線で攻防が繰
り広げられた 6 区一般男子区間り広げられた 6 区一般男子区間

3大会連続での区間新を記録3大会連続での区間新を記録
した湾 7区・横山一斗選手した湾 7区・横山一斗選手

父親（左）の伴奏で好走した父親（左）の伴奏で好走した
小野津 8区・中督美華選手小野津 8区・中督美華選手

順位を一つ上げる好走を見せた順位を一つ上げる好走を見せた
中里連合 8区・野間きらら選手中里連合 8区・野間きらら選手

区間新を記録した赤連池治区間新を記録した赤連池治
A 7区・市来崎暉知選手A 7区・市来崎暉知選手

6



小学3年生ながら区間賞の快挙小学3年生ながら区間賞の快挙
志佐8区・濵川輝心選手志佐8区・濵川輝心選手

兄から妹へ　赤連池治B ７区辻﨑兄から妹へ　赤連池治B ７区辻﨑
智広選手から妹の歩選手へ智広選手から妹の歩選手へ

自らの記録を塗り替え区間新の自らの記録を塗り替え区間新の
中里連合 9区・高橋秀尚選手中里連合 9区・高橋秀尚選手

区間新の赤連池治 A 9 区・川区間新の赤連池治 A 9 区・川
畑慎作選手から深水彩花選手へ畑慎作選手から深水彩花選手へ

兄から妹へ　嘉手浦 9区生島兄から妹へ　嘉手浦 9区生島
常智選手から妹の小梅選手へ常智選手から妹の小梅選手へ

区間 2位の快走で勝利に貢区間 2位の快走で勝利に貢
献 湾 10区・梅田唯音選手献 湾 10区・梅田唯音選手

区間 3位の走りで貢献区間 3位の走りで貢献
志佐 10区・新田菜愛選手志佐 10区・新田菜愛選手

笑顔こぼれる快走 中里連笑顔こぼれる快走 中里連
合 10区・向井優美選手合 10区・向井優美選手

中高生を抑えて区間賞の中中高生を抑えて区間賞の中
央 10区・豊原周子選手央 10区・豊原周子選手

中継所手前のデッドヒート 荒中継所手前のデッドヒート 荒
木11区・岡本優選手（手前）木11区・岡本優選手（手前）
と嘉手浦・幸得拓也選手と嘉手浦・幸得拓也選手

ともに区間新をたたき出した湾 11 区・ともに区間新をたたき出した湾 11 区・
久宝真選手と乾明日香選手久宝真選手と乾明日香選手

ほぼ同時に飛び出していくほぼ同時に飛び出していく
荒木 12区・依田茉奈美選荒木 12区・依田茉奈美選
手と嘉手浦・榮佳子選手手と嘉手浦・榮佳子選手

13区区間新の赤連池13区区間新の赤連池
治A・矢田友幸選手か治A・矢田友幸選手か
ら市来崎靖幸選手へら市来崎靖幸選手へ

13 区区間新の赤連池治13 区区間新の赤連池治
Ｂ・岩井大樹選手から辻﨑Ｂ・岩井大樹選手から辻﨑
大成選手へ大成選手へ

13 区区間新の中13 区区間新の中
央・折田貴史選手央・折田貴史選手

13区区間新の嘉手浦13区区間新の嘉手浦
渡部賢一選手から藤村渡部賢一選手から藤村
大成選手へ大成選手へ

2年連続区間賞ア2年連続区間賞ア
ンカーの赤連池治ンカーの赤連池治
A・八木敏文選手A・八木敏文選手

迫りくる後続ランナーを振り迫りくる後続ランナーを振り
切りゴールする中里連合アン切りゴールする中里連合アン
カー・大山静也選手カー・大山静也選手

快挙を成し遂げ代表快挙を成し遂げ代表
で区間賞を受け取るで区間賞を受け取る
志佐・濵川輝心選手志佐・濵川輝心選手

家族から5人も出走し中央チームを支えた豊原家 左から家族から5人も出走し中央チームを支えた豊原家 左から
母の周子さん、風花さん、天平くん、柚子さん、地平くん母の周子さん、風花さん、天平くん、柚子さん、地平くん

14区区間賞の走りで意地を14区区間賞の走りで意地を
見せた志佐・浜岡玲王選手見せた志佐・浜岡玲王選手
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ひまわり第二保育園
H30.10.21（日） 晴れ

ひまわり第一保育園
H30.10.28（日） 晴れ

楽
し
い
楽
し
い
運
動
会
！！
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 7№ 7

「
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会

「
日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会

　
　
　
　

  

現
地
リ
ポ
ー
ト
」

現
地
リ
ポ
ー
ト
」

　

11
月
22
日（
木
）〜
25
日（
日
）、

琉
球
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
日
本

サ
ン
ゴ
礁
学
会
第
21
回
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
か
ら
は
、
渡
邊
・
山
崎
・

駒
越
・
伊
藤
が
出
席
し
ま
し
た
。

研
究
所
公
認
の
子
ど
も
研
究
員
も

大
活
躍
！
今
回
は
、
学
会
の
様
子

を
現
地
か
ら
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

〈
研
究
発
表
〉

　

学
会
期
間
中
、
学
術
研
究
か
ら

サ
ン
ゴ
礁
保
全
活
動
ま
で
幅
広
い

テ
ー
マ
で
約
1
3
0
本
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
所
か

ら
出
席
し
た
渡
邊
・
山
崎
・
駒

越
・
伊
藤
は
、
最
新
の
研
究
成
果

「ようこそ！サンゴ礁科学の世界へ」シリーズ

第7回

や
研
究
所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。「
喜
界
島
サ
ン

ゴ
礁
科
学
研
究
所 

― 

フ
ィ
ー
ル

ド
に
根
ざ
し
た
サ
ン
ゴ
礁
研
究
拠

点
形
成
と
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育

成 

― 

（
渡
邊
）」「
喜
界
島
隆
起

サ
ン
ゴ
礁
に
お
け
る
完
新
世
の
サ

ン
ゴ
群
集
及
び
炭
酸
塩
生
産
量
の

変
遷
（
山
崎
）」「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ジ
ャ
ワ
島
産
の
化
石
シ
ャ
コ
ガ
イ

に
記
録
さ
れ
た
後
期
中
新
世
の
気

候
（
駒
越
）」「
奄
美
群
島
産
サ
ン

ゴ
骨
格
に
記
録
さ
れ
た
生
息
環
境

の
撹
乱
と
石
灰
化
応
答 

〜
土
砂

流
出
・
津
波
イ
ベ
ン
ト
〜
（
伊

藤
）」。
と
く
に
、
国
内
で
唯
一
の

サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
拠
点
と
し
て

の
歩
み
に
つ
い
て
は
多
く
の
方
か

ら
賛
同
・
応
援
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
（
写
真
1
）。
こ
の
ほ
か
、

喜
界
島
や
奄
美
群
島
を
対
象
地
域

と
し
た
研
究
や
保
全
活
動
が
多
く

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
サ
ン
ゴ

礁
科
学
の
世
界
」
で
は
喜
界
島
や

奄
美
群
島

が
貴
重
か

つ
重
要
な

フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て

注
目
さ
れ

て
い
る
こ

と
を
改
め

て
感
じ
ま

し
た
。

〈
自
由
集
会

：

喜
界
島
サ
ン
ゴ
ロ

ジ
ー
〉

　

２
日
目
の
夜
（
自
由
集
会
）

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ン
ゴ
礁

段
丘
と
現
生
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系

を
有
す
る
喜
界
島
を
舞
台
に
サ

ン
ゴ
礁
科
学
：
サ
ン
ゴ
ロ
ジ
ー

（
C
o
r
a
l
o
g
y
）
を
多
様

な
視
点
か
ら
挑
む
研
究
者
が
集
い

ま
し
た
（
写
真
2
）。
化
石
サ
ン

ゴ
を
用
い
た
気
候
復
元
、
サ
ン
ゴ

の
産
卵
・
白
化
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態

系
な
ど
、
過
去
か
ら
現
在
・
未
来

の
サ
ン
ゴ

礁
に
関
わ

る
幅
広
い

ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら「
喜

界
島
の
美

し
い
現
生

サ
ン
ゴ
礁

を
守
る
に
は
？
」「
隆
起
サ
ン
ゴ

礁
の
学
術
的
な
価
値
」
な
ど
の
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
サ

ン
ゴ
礁
・
島
嶼
域
に
お
け
る
海
洋

教
育
」
に
つ
い
て
の
発
表
で
は
喜

界
町
内
の
小
中
高
に
お
け
る
海
洋

教
育
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
非
常

に
高
い
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。

〈
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
サ
ン

ゴ
礁
研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表
〉　

　

研
究
所
公
認
の
子
ど
も
研
究
員

5
名
が
参
加
し
、「
サ
ン
ゴ
礁
サ

イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ 

2
0
1
8 

（写真 1）（写真1）渡邊発表渡邊発表

i
n 

喜
界
島
」
で
の
チ
ー
ム
研

究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
（
写
真

3
）。
研
究
発
表
に
参
加
し
た
今

井
康
聖
く
ん
（
喜
界
中
・
中
1
）

は
「
自
分
た
ち
が
調
査
し
て
出
し

た
デ
ー
タ
を
説
明
す
る
の
は
難
し

い
け
ど
楽
し
い
。
そ
れ
に
と
て
も

緊
張
す
る
！
」
と
話
し
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
に
発
表
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
板
井
慎

太
郎
く
ん
（
喜
界
高
・
高
1
）
は

研
究
所
の
サ
ン
ゴ
塾
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
取
り
組
ん
で
い
る
「
生
息
環
境

の
違
い
は
サ
ン
ゴ
の
骨
格
成
長
と

微
細
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
？
」
と
い
う
研
究
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
（
写
真
3
）。

自
信
を
持
っ
て
研
究
ポ
ス
タ
ー
の

前
に
立
つ
子
ど
も
研
究
員
た
ち
の

立
派
な
姿
か
ら
、
サ
ン
ゴ
礁
科
学

の
大
き
く
力
強
い
芽
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
研
究
所
で
は
今

後
も
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
一
緒

に
研
究
し
た
い
み
ん
な
、
集
ま

れ
ー
! !

〈
琉
球
大
学
の
新
城
研
究
室
を
見
学
〉

　

学
会
終
了
後
、
琉
球
大
学
理
学

部
の
新
城
先
生
の
ご
厚
意
で
研
究

室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
新
の
実
験
設
備
や
化
学
分

析
の
手
法
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

〈
来
年
は
北
海
道
大
学
で
開
催
！
〉

　

来
年
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
第
22
回
大
会

は
、
北
海
道
大
学
で
の
開
催
が
決

定
し
ま
し
た
！
皆
様
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

塩
道
に
研
究
所
を
設
立
し
て
4

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。「
サ

ン
ゴ
礁
に
関
わ
る
多
く
の
研
究
者

が
訪
れ
、
情
報
交
換
や
共
同
研
究

を
活
発
化
し
、
サ
ン
ゴ
ロ
ジ
ー
を

進
め
る
国
際
的
に
も
重
要
な
拠
点

を
つ
く
ろ
う
！
」「
喜
界
島
か
ら

世
界
に
向
け
て
サ
ン
ゴ
礁
科
学
を

発
信
し
て
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
と
教
育
普
及
に
尽
力
し
よ

う
！
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
今
日
ま
で
全
力
で
走
っ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
活
動
は
、
喜
界

町
の
皆
様
か
ら
の
心
強
い
ご
理

解
・
ご
協
力
が
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
と
共
に
活
動
を
続
け
、

喜
界
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
サ
ン

ゴ
礁
の
魅
力
再
発
見
に
繋
が
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（写真 2）（写真 2）自由集会自由集会

（写真3）（写真3）子ども研究員発表子ども研究員発表
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広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

福祉 子ども

健康 環境

New

※「ｉ広報紙」をご利用中の場合、アップデートによって新アプリに切り替わりますので、新たに
ダウンロードする必要はありません。　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの
ご負担となります。 ※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

マチイロに関する問い合わせは株式会社ホープ（092-716-1404）まで

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チを好きになるアプリ

行政情報アプリ「ｉ広報紙」が
「マチイロ」としてリニューアル！

「
広
報
き
か
い
」
が

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　

手
軽
に
見
ら
れ
ま
す
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伝
統
文
化
や
地
域
芸
能
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
11
月

25
日
、
旧
荒
木
小
学
校
で
「
わ

ら
び
荒
木
ゆ
み
た
狂
言
」
な
ら
び

に
第
1
回
「
伝
統
文
化
伝
承
祭

り
」
が
荒
木
集
落
伝
承
祭
り
実
行

委
員
会
（
吉
見
照
政
会
長
）
及
び

喜
界
島
言
語
文
化
保
存
会
（
生
島

常
範
代
表
）
の
共
催
で
開
催
さ
れ

た
。
会
場
は
延
べ
約
3
0
0
人

も
の
来
場
者
が
あ
り
、
大
い
に
に

ぎ
わ
っ
た
。

　

狂
言
で
は
演
目
の
「
附ぶ

す子
」
を

荒
木
の
子
ど
も
た
ち
6
人
が
ア
ラ

キ
ユ
ミ
タ
（
荒
木
方
言
）
で
披
露

し
た
。
当
紙
9
月
号
で
も
お
伝
え

し
た
と
お
り
、
地
元
の
大
先
輩
方

7
人
を
方
言
講
師
に
迎
え
、
4
月

か
ら
毎
週
稽
古
を
重
ね
て
き
た
。

本
番
で
の
子
ど
も
た
ち
は
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、
子
ど

も
ら
の
後
に
は
、
狂
言
指
導
の
河

田
圭
輔
さ
ん
（
京
都
府
）
に
よ
る

創
作
狂
言
も
披
露
さ
れ
、
本
物
の

芸
術
に
観
客
ら
は
見
入
っ
て
い
た
。

そ
の
他
、
シ
マ
唄
や
青
壮
年
団
に

よ
る
迫
力
満
点
の
棒
踊
り
な
ど
も

披
露
さ
れ
た
。
最
後
は
、
来
場
者

も
参
加
し
て
の
荒
木
八
月
踊
り
、

六
調
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
た
。

「わらび荒木ゆみた狂言」ならびに「わらび荒木ゆみた狂言」ならびに

第1回「伝統文化伝承祭り」盛大に開催！第1回「伝統文化伝承祭り」盛大に開催！

左から狂言講師の河田圭輔さん、吉永悠斗くん、益田夏輝くん、岩崎康生くん、柳聖也くん、勇智一くん、旭辰美くん左から狂言講師の河田圭輔さん、吉永悠斗くん、益田夏輝くん、岩崎康生くん、柳聖也くん、勇智一くん、旭辰美くん

お～ぎよ、お～ぎお～ぎよ、お～ぎ
（（扇扇

あおあお

げよ～げよ～扇扇
あおあお

げ）げ）

おーにゅんど～、おにゅんど～おーにゅんど～、おにゅんど～
（（扇扇

あおあお

ぐぞ、ぐぞ、扇扇
あおあお

ぐぞ）ぐぞ）

うんむんちゃ、ぶすまでかでぃあそ～うんむんちゃ、ぶすまでかでぃあそ～
（こいつら、ぶすまで食べおって）（こいつら、ぶすまで食べおって）

立ち見が出るほど多くの立ち見が出るほど多くの
来場者でにぎわいました来場者でにぎわいました

迫力の棒踊り迫力の棒踊り締めはもちろん六調で！締めはもちろん六調で！
輪になり荒木八月踊り輪になり荒木八月踊り
1111　　Kikai Public Relations 2018.12Kikai Public Relations 2018.12
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秋の叙勲

　中島智一さん、上島辰代さんが受章！

秋の叙勲を中島智一さん（75・塩道）と上島辰代
さん（76・早町）の 2人が受章した。

　地方自治功労部門で旭日双光章を受章した中島さ
んは、平成 12年に喜界町議会議員に初当選。平成 28
年まで連続 4期 16 年務め、うち議長を 2期 8年務め
た。平成 28年 2月には全国町村議長会会長表彰を受
賞している。中島さんは「議員になる前はまさか自分
が議員になるとは思っていなかった。議員1年目、過
去の議会資料を見たり図書館に通って議会の仕組み

を勉強したりと必死に
取り組んでいたことが
懐かしい。受章の知ら
せを受けた当初はピン
と来ていなかったが時
間とともに実感がわい
てきた。良き先輩、同
僚に恵まれるなど周囲
のおかげ。長年支え
てくれた妻にも感謝し

たい」と振り返った。
　上島さんは更生保護功労部門で瑞宝双光章を受章。
平成 7年から北大島保護区保護司として活動。平成
19年に九州地方更生保護委員会委員長表彰、平成 26
年には法務大臣表彰を受賞している。上島さんは「最
初に保護司の話をいただいた時は、食生活改善推進
員も務めるなど忙しかったこともあり何回かお断りし
ていたことが懐かしい。昔お世話した子どもが立派
に成長して、あいさつしてくれることに生きがいを感

じる。受章の知らせ
は思いもよらないこと
だったので、最初は
何のことかわからな
かった。今回叙勲を
いただいたことで社
会貢献への思いがさ
らに強くなった。体の
続く限りがんばって
いきたい」と話した。

　鹿児島喜界会 敬老会を開催！
郷友会

第64回鹿児島喜界会（益田親雄会長）敬老会が
10月21日、鹿児島市内にて盛大に開催された。

今年は、敬老者が 61 人（うち新敬老者 8人）、一般
会員が 24 人の計 85 人が参加した。会では祝舞や祝
い唄が披露され、新敬老者への記念品の贈呈も行わ
れた。乾杯後には余興の部が催され、約 20 組の参
加者らが盛り上げた。余興終了後には皆さんお待ち
かねのお楽しみ抽選会が行われた。最後は米澤守光
副会長の万歳三唱で盛会のうちに幕を下した。　　
　　　　　　　　　　　　【報告：村上良典副会長】

ふるさと納税の返礼品に郵便局のみまもりサー
ビスが導入されることとなり11月 27日、町と

郵便局との間で協定が締結された。このサービスは
月に 1回、郵便局長が高齢者等のお宅を訪問し、生
活状況等を確認して、その結果をご家族にお知らせ
するというもの。町内 5郵便局（喜界、上嘉鉄、早
町、小野津、坂嶺）と連携して運用していく。ふる
さと納税担当者は「郵便局側から申し出があり大変
ありがたい。ふるさと納税の選択肢が増えるととも
に皆さんの安心安全に寄与できるサービスでもある」
と話した。　　【ふるさと納税係：☎６５-３６８３】

ふるさと納税返礼品

　郵便局のみまもりサービス導入！

協定書を手に川島健勇町長と郡山孝秀喜界郵便局長（中央右）
会冒頭であいさつする益田会長（左）と新敬老の8人の皆さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真：徳村牧男さん】

喜びを語ってくれた中島さん 今後の意欲も話してくれた上島さん
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前列左から松田順
じゅんぺい

平くん、中村璃
り み

海さん、西小
こ う め

梅さん、
西尾亜

あ れ ん

漣くん、向井康
やすみち

道くん

日本列島を旅する蝶 アサギマダラ生息調査に取り組ん
でいる尾張勝也さん（57・石川県金沢市）が、自

身が石川県の白山麓でマーキングしたアサギマダラを直
線距離で約 1080㌔離れた喜界島で自らの手で再捕獲し
た。尾張さんが再捕獲したアサギマダラは、9月14日に
白山麓でマーキングされ、10月31日に喜界島で再捕獲
された。1千㌔以上の長距離をまたぐ自己再捕獲はほと
んど前例がないそうで、自身のマークを確認した瞬間は
手が震え涙があふれたという。さらに驚くべきことは奇跡

の再捕獲から6日後の
11月5日、今度は尾張
さんの妻 ユウさん（57）
が夫の勝也さんが白山
麓でマーキングした別の
個体を再捕獲した。尾
張さんは「アサギマダラ
の自己再捕獲を夢見て
喜界島に通い始めて13
年目。念願の夢が叶って、

旅する蝶アサギマダラ

　石川県の尾張勝也さんが自身マーキングのアサギマダラを再捕獲 ! !

役場農業振興課などが主催する「平成 30 年度ア
リモドキゾウムシ根絶ポスターコンクール」

の表彰式が 11 月 20 日、役場町長室で行われた。最
優秀賞には向井康道くん（早町小４年）の作品が選
ばれた。向井くんは「受賞はとて
もうれしい。アリモドキのトラッ
プや被害を受けたイモを描くのが
難しかった。トラップは写真を
撮ってきて、それを参考にして描
いた。アリモドキゾウムシを根絶
したい」と力強く話した。

祝受賞！

　アリモドキ根絶コンクール最優秀賞！

平成30年度さとうきび生産振興大会が 11 月 22
日、自然休養村管理センターにて開催された。

大会では 4 期連続の年内操業となることが説明さ
れ、原料搬入は昨年より 5日早い 12 月 10 日から開
始され、今期産キビ生産量は前期実績（8万 675㌧）
より約 4500㌧少ない 7 万 6 千㌧を見込む。操業期
間は年内が 27 日までで、年明けは 1 月 6 日から 3
月 21 日までを予定。町農業振興課の担当者は「今
期は台風の影響もあり例年より少ない収量が見込ま
れている。糖度については、前年同時期を上回って
いるがさらなる糖度上昇が欲しいところ。今後も状
況を注視していきたい」と話した。

さとうきび生産振興大会

　4期連続の年内操業が決定 ! !

会場には大勢の農家が詰めかけた

向井くんの作品

ものすごくうれしい気持ちとほっとした気持ちが共存してい
る。喜界島に通い始めてから福島さんにお世話になりっ
ぱなしだったのでようやく恩返しができた。アサギマダラの
魅力は謎が多いこと。謎多きゆえに素人でもマーキングと
いう手法で謎解明の一端に関われる。また、アサギマダ
ラを通して人とつながっていくことが素晴らしい。アサギマ
ダラが無ければ、職業も年齢も住んでいる場所も全く違う
方たちと知り合いになることはなかった」と話した。島のア
サギマダラ調査の第一人者の福島誠さん（75・中里）は
「島外からはるばるやってくる方が自己再捕獲の夢を叶え
る。こんなにうれしいことはない」と満面の笑みをたたえた。

羽に「白山 9.14 ラララ180」
と記されている【尾張さん提供】 町内の林道で福島さんと談笑する尾張さん（左）
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わんぱく相撲大会

　未就学児から小学 6年生まで熱戦繰り広げる

第21回喜界町わんぱく相撲大会が 11 月 18 日、
喜界町相撲連盟（岩崎文敏会長）の主催にて

志戸桶相撲場であった。個人、団体の部に未就学児
から小学生まで総勢 102 人が出場し熱戦を繰り広げ
た。団体低学年は志佐Aが地元の声援に応え優勝。
団体高学年は、荒木Ａが 3連覇を達成した。未就学
児の取組では小さな体で懸命に相撲を取る姿に温か
い声援と観客の笑顔が絶えなかった。学年が上がる
につれ、スピード、力強さ、技の冴えなどが増して
いき、観客も手に汗握りながら声援を送っていた。
　結果は次のとおり（敬称略）　【団体・低学年の部】

①志佐A②赤連③中里A　【団体・高学年の部】①
荒木Ａ②志佐Ａ③中里Ａ　【個人優勝】▶未就学 ①
夏目虎

たけろう

郎（赤連）②有馬慶
けい ご

郷（志佐）③田口綾
あや の

乃（赤
連）　▶小１①中督紋

もんのじょう

之城（小野津）②相良和
とも き

紀（荒
木）③輝一

いっけい

慶（湾）　▶小２①浜田涼
りょうすけ

輔（志佐）②
加治佐虎

こ な ん

南（中里）③大喜匠
しょうたろう

太郎（中里）　▶小３
①坂元優

ゆづ き

月（中里）②竹下路
みち る

琉（赤連）③柳裕
ゆう や

也（荒
木）　▶小４①勝岡恵

け い た

大（小野津）②福山時
と き と

人（志
佐）③原田涼

りょうが

我（中里）　▶小５①岩崎康
こうせい

生（荒木）
②竹山寛

ひろひさ

悠（湾）③大喜崇
たかゆき

之（志佐）　▶小６①勇
智
ともかず

一（荒木）②界翔
しょうきろう

希郎（中里）③大喜潤
じゅんな

奈（志佐）

　ウヤンコー（高祖祭）で先祖祭り
伝統行事

旧暦9月の壬戌（みずのえいぬ）の日に行われ
るウヤンコー（高祖祭）。今年は 11月 26日に

行われた。島ではウヤンコーとシバサシを行う集落
に別れるが、ウヤンコーは旧滝川小校区、旧湾小校
区、旧荒木小校区、旧上嘉鉄小校区、旧阿伝小校区
と嘉鈍集落の一部で行われる。この日は「先祖祭り」
を行う日で、各家々でお墓を訪れ持参したものを墓
前に供えて礼拝する「墓祭り」を行う。その際には
親類のお墓にもお参りする。この行事に合わせ帰省
するシマッチュも多い重要な年中行事。写真は午前
6時半から行われた上嘉鉄集落のウヤンコーの様子。

営農支援センター圃
ほ

場で 11月 13日、家庭菜園講
習会が行われた。講習会は、県大島支庁農政

普及課喜界駐在職員と営農支援センター職員が講師
となって、土づくりなどの環境整備から野菜（イン
ゲン、カリフラワー、ブロッコリー、ネギ）の播

はし ゅ

種、
育苗、収穫までの管理をわかりやすく説明し、参加
者はメモを取るなどして熱心に耳を傾けていた。営
農支援センターの叶 一寿所長は「講習会を開催する
ことにより野菜づくりに興味を持ってもらい、家庭
菜園が気軽にできることを体感してほしいと毎年開
催している。講習会をきっかけに本格的に農業を始
めたい人を営農支援センターとしてもバックアップ
し、園芸作物面積の拡大に努めていきたい」と語った。

営農支援

　家庭菜園講習会に 75人が参加！

選手宣誓は志佐・南悠
はると

仁くん 見事な突き落としが決まる 前みつをとって激しい寄り 迫力ある6 年生同士の対戦

熱心に説明を聞く参加者 どのお墓も手入れが行き届く 正装して臨むのが上嘉鉄集落
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おいしいおいしい鹿児島黒牛が学校給食として提供
される機会があった。コスト面の問題もあり、普段

の給食に牛肉はなかなか使えないが、今回は昨年開催
された第 11 回全国和牛能力共進会で団体総合優勝し
た鹿児島黒牛の実力を生産地の皆さんに知ってもらい、
地産地消にもつなげようと給食に鹿児島黒牛を使ったメ
ニューが提供された。喜界町では、10月に牛肉のちら
し寿司、11月に牛丼と焼き肉炒めが出された。
　取材した日の献立は牛丼で、町農業振興課畜産担
当の實主査は子どたちに「鹿児島県は畜産県で肉用
牛の頭数順位は2位、黒毛和牛に限っては１位です。

日本一の鹿児島黒牛

　給食に日本一おいしい鹿児島黒牛を提供！

鹿児島黒牛のおいしさや島の畜産業について説明中 みんないい食べっぷり！

この喜界島も畜産が盛んで、生まれて７ヵ月から9ヵ月の
子牛をたくさんセリに出していて年間約 9億円の売り上
げがあります。今日の給食に使われている牛肉は和牛の
オリンピックで１位になった日本一のものです。日本一を
記念して提供させていただきましたのでたくさん食べて、
牛肉のおいしさを家族に
も伝えてください」と話
した。子どもたちはおい
しさ満点の牛丼を口いっ
ぱいほおばっていた。

野菜たっぷりおいしさ栄養満点！

喜界島出身者の方たちからの寄付金で休養村管理セ
ンター（休養村）の緞帳と喜界中学校の ICT機

器がこのほど整備された。
　休養村は昭和 54 年に整備されて以来、緞帳を更新し
てこなかったが老朽化が相当進んでおり、今回の寄付を
受けて緞帳や袖幕、一

いちもんじ

文字幕など一式を更新した。
　喜界中はノートパソコン10 台、ブルーレイディスクレコー
ダー1台、書画カメラ3台などのICT機器一式を整備した。
購入した備品は、早速各教室に設置され、授業で活用さ
れている。今回の整備により、全教室でディスプレイを使っ

寄付金活用

　自然休養村
そん

管理センターの緞
どんちょう

帳と喜界中の ICT機器を整備！

立派な緞帳が設置され利用するのが楽しみ！ よりよい教育環境が整う

ての授業が可能になった。
　緞帳に係る寄付をしてくだ
さったのは（株）国分ハウジ
ング会長の久保一元さん（荒
木出身）。ICT 機器に係る
寄附をしてくださったのは南日
本ハウス（株）会長の元山
豊一さん（湾出身）。
　皆さん、誠にありがとうご
ざいました。 授業で積極的に活用
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Kikaij ima information

2018.12きかいかわら版
２回二中文化祭を盛大に開催 ♪♪第

　第 2回二中文化祭が 11月 4日、あゆみ幼稚園の体育館を
中心として行われた。体育館では、各種作品展示やステージ
発表、展示物の絵画や盆栽などが当たるお楽しみ抽選会が行
われ、屋外では手作りカレーや揚げたてアンダーギーが用意
された昼食バザー、フリーマーケット青空市などが開かれた。
ステージ発表は「復活！二中応援団」や「しまゆみたで語る
想い出」、「ひろむお兄さんの簡単ストレッチ教室」、「八月踊
り」、「六調」などとバラエティに富んだ内容で、来場者らは
心行くまで文化祭を楽しんだ。

嘉手浦女子会による2020かごしま国体嘉手浦女子会による2020かごしま国体
イメージソング「きばいやんせ」ダンスイメージソング「きばいやんせ」ダンス

ハ

　本格的なハロウィンイベントの
ハロウィンナイトが11月4日、ファ
ミリーショップよしかわ駐車場に
て町商工会青年部・農業青年ク
ラブの共催にて初開催された。
当日は「セクシー部門」「リアル
部門」「ユーモア部門」ごとの「仮
装コンテスト」の実施やハロウィ
ンメイク体験コーナー、特設フー
ドブースなどが設置され、多く
の仮装した来場者でにぎわった。

嘉手浦鼓笛隊による「上小・二中校歌」嘉手浦鼓笛隊による「上小・二中校歌」

しまゆみたで語る想い出しまゆみたで語る想い出

復活！二中応援団復活！二中応援団観客の目を楽しませた作品展示観客の目を楽しませた作品展示多くの来場者でにぎわいました多くの来場者でにぎわいました

コンテストも盛況！コンテストも盛況！

リアル部門優勝者の福島リアル部門優勝者の福島
さん親子とツン？？さん親子とツン？？ん～皆さん なかなかの成り切りっぷり ん～皆さん なかなかの成り切りっぷり 

ロウィンナイト初開催 ♪♪

ホラーからゲームキャラに扮した仮装まで  んっ！ひょっこり？ホラーからゲームキャラに扮した仮装まで  んっ！ひょっこり？
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

 

　

急
激
な
温
度
差
に
よ
っ
て
起
こ

る
体
調
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
こ
の

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で
、
年

間
約
一
万
七
千
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
8
割
は
高
齢

の
方
で
す
。

　

亜
熱
帯
性
気
候
の
喜
界
島
。
そ
し

て
、
地
球
温
暖
化
。
そ
れ
で
も
や
っ

ぱ
り
冬
は
寒
い
ん
で
す
！
暖
か
い
島

だ
か
ら
こ
そ
、
室
内
の
防
寒
は
不
十

分
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
、
冬

場
の
入
浴
で
す
。

　

暖
か
い
室
内
か
ら
寒
い
浴
室
へ

の
移
動
、
急
に
熱
い
湯
に
つ
か
る

な
ど
の
急
激
な
温
度
変
化
で
血
圧

が
急
上
昇
・
急
降
下
し
、
心
臓
病

や
脳
卒
中
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
し

て
最
悪
の
場
合
死
に
至
り
ま
す
。

● 

脱
衣
室
を
暖
房
で
暖
か
く
し
て

お
く
。

● 

シ
ャ
ワ
ー
で
お
湯
を
張
る
、
浴

槽
の
ふ
た
を
開
け
て
お
く
な
ど

湯
気
で
浴
室
を
暖
め
て
お
く
。

● 

入
浴
前
に
家
族
に
声
を
か
け
る
。

● 

入
浴
中
の
脱
水
を
予
防
す
る
た

め
、
入
浴
前
後
に
十
分
な
水
分

補
給
を
す
る
。

● 

夕
食
前
、
日
没
前
の
入
浴
が
お

勧
め
。
体
も
温
度
差
へ
の
対
応

が
し
や
す
い
。

● 

食
直
後
、
飲
酒
時
の
入
浴
を
避

け
る
。

　

外
風
呂
で
、
移
動
す
る
間
の
寒

さ
が
気
に
な
る
お
宅
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
日
中
暖
か
い
時
間
帯

に
入
浴
を
済
ま
せ
る
、
特
に
寒
い

日
は
入
浴
を
見
合
わ
せ
る
等
の
工

夫
も
必
要
で
す
。

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

　
　

危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

★
脱
衣
室
や
浴
室
で
ゾ
ク
ッ
と
し
た

★ 

か
け
湯
な
し
で
ド
ボ
ン
と
浴
槽

に
つ
か
る

★
長
湯
し
な
い
と
気
が
済
ま
な
い

★
42
度
く
ら
い
の
熱
い
湯
が
好
き

★ 

入
浴
中
に
め
ま
い
、
立
ち
く
ら

み
が
し
た

　

ひ
と
つ
で
も
あ
て
は
ま
る
も
の

が
あ
っ
た
方
は
要
注
意
で
す
！

 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

　
　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

年
末
年
始
は
、
お
も
ち
を
食
べ

る
機
会
が
増
え
ま
す
。
毎
年
お
も

ち
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
る
事
故
が

話
題
に
な
り
ま
す
。

● 

食
べ
る
前
に
水
分
を
と
っ
て
、

の
ど
を
湿
ら
せ
て
お
く
。

●
小
さ
く
切
っ
て
食
べ
る
。

● 

し
っ
か
り
飲
み
込
ん
で
か
ら
次

の
も
の
を
口
に
入
れ
る
。

● 

体
を
安
定
さ
せ
、
軽
く
あ
ご
を

引
い
た
姿
勢
で
食
べ
る
。

●
食
べ
な
が
ら
し
ゃ
べ
ら
な
い
。

な
ど
の
こ
と
を
心
掛
け
て
、
よ
い

年
末
年
始
に
し
た
い
も
の
で
す

ね
。

　

厚
生
連
健
診
や
医
師
会
健
診
、

各
種
が
ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必

要
と
言
わ
れ
た
方
は
、
医
療
機
関

で
早
め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
早
期
に
異
常
を
見
つ
け
て
、

対
処
す
れ
ば
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

寒
い
冬

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
用
心
! !

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は

　

誤ご

え

ん嚥
に
注
意
し
て

　
　
　
　
　
　

よ
い
年
越
し
を

　

今
年
の
精
密
検
査
は

　
　
　
　
　
　

今
年
の
う
ち
に

黒田　遥
はるか

  ちゃん 西　悦
え つ し

志  くん 田口　紗
さ わ

羽  ちゃん

３ 歳 児 健 診 で 虫 歯 ゼ ロ だ っ た よ ! !３ 歳 児 健 診 で 虫 歯 ゼ ロ だ っ た よ ! !
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

な
ど
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
踊
っ
た

り
す
る
場
面
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く
鑑

賞
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
音
楽
発
表
会
と

な
り
ま
し
た
。
下
屋
敷
由
貴
子
校
長
（
早

町
小
）
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
か
ら
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

て
と
て
も
よ
か
っ
た
。
」
な
ど
講
評
を
述

べ
ま
し
た
。

　

30
年
度
前
期
豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書

大
賞
」
受
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
読
書
活

動
は
、
子
供
が
「
言
葉
を
学
ぶ
」
「
感
性
を

磨
く
」
「
表
現
力
を
高
め
る
」
「
想
像
力
を

育
む
」
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
喜
界
町
教
育
委
員
会

で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
子
供
の
情
操
を
育

み
、
言
葉
の
力
を
高
め
る
た
め
に
「
豊
か
な

心
を
育
て
る
読
書
大
賞
」
を
開
催
し
て
お
り
、

本
年
度
で
10
年
目
に

な
り
ま
す
。
本
年
度
の

表
彰
式
に
は
、
「
こ
の

賞
は
、
皆
さ
ん
の
普
段

の
頑
張
り
が
現
れ
た

結
果
で
あ
り
、
今
後
も

よ
い
本
に
た
く
さ
ん
触

れ
て
ほ
し
い
。
」
と
激

励
の
言
葉
を
述
べ
た
積

山
泰
夫
教
育
長
を
始

め
、
町
内
小
・
中
学
校

長
も
出
席
し
、
児
童
生

徒
ら
を
称
賛
し
ま
し

た
。
毎
年
読
書
感
想
文

　

喜
界
町
内
小
・
中
・
高
等
学
校
合
同
の

音
楽
発
表
会
が
11
月
15
日
（
木
）
喜
界
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

音
楽
発
表
会
は
、
音
楽
発
表
や
鑑
賞
の
活

動
を
通
し
て
音
楽
の
基
礎
を
培
い
、
音
楽

に
関
す
る
感
性
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
、
再
編
後
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
大
山
巧
教
育

委
員
長
は
、
「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を

思
い
切
り
披
露
し
て
ほ
し
い
。
」
と
激
励

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
発
表
で
は
児
童
生

徒
が
合
唱
や
合
奏
、
中
・
高
合
同
に
よ
る

吹
奏
楽
演
奏
な
ど
で
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
保
護
者

も
多
数
来
場
し
、
子

供
た
ち
の
歌
や
演
奏

に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
喜
界
中
吹
奏

楽
部
は
今
年
大
ヒ
ッ

ト
し
た
「
Ｕ
・
Ｓ
・

Ａ
」
や
、
喜
界
中
高

合
同
吹
奏
楽
部
は
名

曲
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」

豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
授
賞
式

の
部
で
受
賞
し
て
い
る
喜
界
中
学
校
３
年
吉

行
朝
陽
君
は
、
「
時
間
が
あ
る
と
き
は
本
を

読
ん
で
い
る
。
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
書
け

る
読
書
感
想
文
が
好
き
。
特
に
科
学
的
な
読

み
物
で
書
く
こ
と
が
好
き
だ
。
今
後
も
よ
い

本
を
た
く
さ
ん
読
み
た
い
。
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　

３
月
に
も
受
賞
式
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
も
町
内
の
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
本

を
読
ん
で
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

【
多
読
者
の
部
受
賞
者
】

倉
橋 

海
友　
（
早
町
小
一
年
）　
３
５
２
冊

向
井 

沙
奈　
（
喜
界
小
一
年
）　
１
９
５
冊

南 

香
菜　
　
（
早
町
小
二
年
）　
３
６
０
冊

吉
田 

ふ
た
ば 

（
喜
界
小
二
年
）　
２
９
０
冊

野
﨑 

せ
い
ら 

（
喜
界
小
三
年
）　
１
４
２
冊

樋
口 

か
の
ん 

（
早
町
小
三
年
）　
１
２
１
冊

中
督 

結
凜　
（
早
町
小
四
年
）１
０
２
６
冊

常
盤 

瑛
佳　
（
喜
界
小
四
年
）　
１
９
８
冊

脇
田 

有
稀　
（
喜
界
小
五
年
）　
７
０
７
冊

福
嶋 

悠　
　
（
早
町
小
五
年
）　
２
４
２
冊

中
村 

陽
菜　
（
早
町
小
六
年
）　
２
１
３
冊

瀧
元 

楓　
　
（
喜
界
小
六
年
）　
２
０
３
冊

保
崎 

聖
斗　
（
喜
界
中
一
年
）　
２
４
５
冊

岩
井 

桃
花　
（
喜
界
中
二
年
）　
１
０
２
冊

伊
藤 

心
悠　
（
喜
界
中
三
年
）　
４
５
０
冊

【
読
書
感
想
文
の
部
受
賞
者
】

矢
野 
桜
子（
喜
界
小
一
年
） 

題「
や
さ
し
い

ひ
と
に
な
り
た
い
な
」

南 

香
菜（
早
町
小
二
年
） 

題「
か
け
が
え
の

な
い
お
と
も
だ
ち
」

三
島 

好
誠（
早
町
小
三
年
） 

題「
み
ん
な
生

き
て
い
る
」

向
井 

康
道（
早
町
小
四
年
） 

題「
つ
な
げ
、命

の
バ
ト
ン
」

福
嶋 

悠　
（
早
町
小
五
年
） 

題「
ぼ
く
は
う

ら
切
ら
な
い
」

坂
本 

す
み
れ（
喜
界
小
六
年
） 

題「
が
ん
ば

る
の
み
だ
」

和
田 

乙
葉（
喜
界
中
一
年
） 

題「
信
頼
と
い

う
名
の
友
情
」

相
良 

駿
希（
喜
界
中
二
年
） 

題「
仲
間
が
い
る
」

吉
行 

朝
陽（
喜
界
中
三
年
） 

題「
自
信
を
持
つ
」

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

「
第
70
回
人
権
週
間
」

「
違
い
が
あ
る
か
ら
世
界
は
カ
ラ
フ
ル
」

　

ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
け
ど 

み
ん
な
そ
ろ

え
ば「
虹
」が
描
け
る
よ
。真
っ
白
な
キ
ャ
ン

パ
ス
に 

ク
レ
ヨ
ン
で
絵
を
描
く
と
き 

赤 

青 

緑 

ピ
ン
ク 

オ
レ
ン
ジ 

黄
色
黄
色 

黒 

私
た
ち

は
た
く
さ
ん
の
色
を
使
い
ま
す
。チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
を
彩
る「
赤
」。真
っ
青
な
空
を
彩
る

「
青
」。ミ
ツ
バ
チ
を
可
愛
く
彩
る「
黄
色
」

「
黄
色
」。

初
夏
の
木
々
を
彩
る「
緑
」。ク
レ
ヨ
ン
に
は

た
く
さ
ん
の
色
が
あ
る
け
れ
ど 

ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
個
性
が
あ
っ
て 

役
割
だ
っ
て
違
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
色
が
重
な
り
合
い 

キ
ャ
ン
パ
ス

の
上
で
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
き 

と
て
も
カ
ラ

フ
ル
で
美
し
い
絵
が
仕
上
が
り
ま
す
。人
間

だ
っ
て
同
じ
で
す
。ひ
と
り
ひ
と
り
に
個
性

が
あ
っ
て 

そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
こ
そ 

み
ん

な
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
き 

と
て
も
優
し
く

て
温
か
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。み
ん
な
が

楽
し
く
幸
せ
に
く
ら
す
た
め
に 

大
切
な
人

権
の
こ
と 

一緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
は
12
月
４
日（
火
）〜
12
月
10
日（
月
）
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さまざま情報 インフォメーション

有料広告

農地（畑）購入・農地借り受け募集中
（合同会社「大地の恵」代表　加島 直）

　喜界町のすばらしい自然環境・人情味豊かな島に改めて感動しＵターンし農業を始

めたいので、農地購入及び農地借り受け募集中です。希望される方は下記にご連絡く

ださい。農地購入等については、面積が１０ａ（１反）以上を希望いたします。（喜界

町全域を対象）

　

　【連絡先】

　　合同会社「大地の恵」　喜界町湾２９９-５番地　☎０９０-４７７０-９３０８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重野 泰介）

美しい村を探す　～九州沖縄～

「日本で最も美しい村」連合　九州ブロック合同企画

　第 5回目の今回は、大分県の塚原集落を紹介します。

　観光地として有名な湯布院町内にありますが、

湯布院の中心地から車で 15、高原地帯にある４ｋ

ｍ四方の小さな集落が塚原地区です。人口 365 人

の自治区、農業と酪農、観光業が主な産業であり、

ここ 20 年、美しい景観と静寂に魅せられて移住

者が急増しております。由布岳と牧草地、田園、

雑木林がバランスよく組み合わさった美しい農村

風景と、250 年以上の歴史を持つ伝統文化・甘酒

祭りが評価され、2011 年に「日本で最も美しい村」

に加盟しました。

　同じ湯布院でありながら、にぎやかで活力のあ

る由布院温泉周辺と、森や水田、草原につつまれ、

静かでゆっくりとした時が流れる塚原地区、対照

的な二つの地域が内在しているのが、湯布院の魅

第５回　大分県塚原集落　　人口　36 5 人 力でもあります。

　美しい景観を守りながらも新たな資本を受け入

れる舵取りを、住民全体で協議しながら未来を描

き続けています。

19　Kikai Public Relations 2018.12



鹿児島のロングセラー商品

2020年3月まで使えます!!

・サイズ ： 縦15cm×横8.5cm
・色 ： 黒と赤の2種類

定価

(税抜 )
500円

2019 2019

鹿児島県民手帳鹿児島県民手帳

©鹿児島県ぐりぶー・さくら     

　購入希望の方は、12 月 28 日（金）ま
でに企画観光課 萩原（☎ 65-3683）へ
お申し込みください。数に限りがありま
すので、お早めにお申し込みください。

【お問い合わせ先】
　〒890-8577　鹿児島市鴨池新町10-1
　　鹿児島県統計協会(県庁統計課内)

T E L 099-801-6885(土日祝除く)
F A X 099-801-6886
E-mail k-toukeikyoukai@kag.bbiq.jp

屋久島環境文化村センター フラワーパーク 奄美パーク かのやばら園 輝北天球館

かごしまの祭り・行事を新規掲載!!
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さまざま情報 インフォメーション

平成 31 年度 町立幼稚園入園児募集について

○対象児（平成 31年度よりあゆみ幼稚園・のぞみ幼稚園ともに 3歳児募集）

　３歳児 平成 27年４月２日生から平成 28年４月１日生
　４歳児 平成 26年４月２日生から平成 27年４月１日生
　５歳児 平成 25年４月２日生から平成 26年４月１日生

○受付場所 
　あゆみ幼稚園・のぞみ幼稚園

○受付日
　平成 31年１月 8日（火）・9日（水）の 2日間

○受付時間
　午後 2時～午後４時（各幼稚園とも）

　※現在、年少組・年中組に通園していて来年度年中・年長組に通園予定の園児については、
　　受付の必要はありません。詳しい内容については各幼稚園へお問い合わせ下さい。

　　あゆみ幼稚園（☎６５－０３１１）　　のぞみ幼稚園（☎６６－０００５）

平成 31 年度　保育所入所の申込みについて
【受付期間】　平成 31年１月 28 日（月）～平成 31 年 2月 1日（金）
　　　　　　※平成 31年４月１日入所希望の方は、必ずこの期間内に申込みをして下さい。

【受付時間】　午前８時 30分～午後５時 15 分

【受付場所】　役場保健福祉課
　　　　　　※申込用紙は各保育園及び保健福祉課窓口に準備しています。

【 対 象 児 】   小学校就学前の児童

【入所基準】　次のいずれかに該当する場合

　　　　　　■就労　　　　　　　　　　■求職活動（起業準備を含む）
　　　　　　■妊娠、出産　　　　　　　■就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
　　　　　　■保護者の疾病、傷害
　　　　　　■災害復旧
　　　　　　■同居又は長期入院等している親族の介護・看護
　　　　　　■育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　　　　　　■その他、上記に類する状態として喜界町が認める場合

　※詳しくは役場保健福祉課（☎６５－３６８５）へお問い合わせ下さい。

。
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町からのおしらせ
Information from town 

　就業地を管轄する県の保健所で喜界町の場合は名
瀬保健所へ。
　名瀬保健所については次のとおり。
　　〒 894‐ 8501　
　　　奄美市名瀬永田町 17‐３大島支庁別館　
　　　　☎ 0997-52-5411・FAX0997-53-7874

●提出方法は？
　郵送・FAX・メール・持参のいずれでも結構です。
「調理師業務従事者届」の用紙は県庁健康増進課ペー
ジから様式をダウンロードしてください。また、役
場保健福祉課にも置いてあります。
　役場保健福祉課　☎６５－３６８５

　社会福祉法人秀心会ひまわり第一・第二保育園で
は、保育士・子育て支援員を募集しています。
　
　募集の対象となるのは次の方たちです。
◆保育士資格をお持ちの方（若干名募集）
◆ 子育て支援員の資格をお持ちの方（臨時、パート
2名募集）

【正規職員】基本給＋経歴加算＋処遇改善交付金Ⅱ
　 社会保険等 ･雇用保険 ･毎年昇給あり ･通勤手当
･住宅手当（世帯主）　
　 賞与年３回（賞与2回＋処遇改善交付金Ⅰ1回）・
退職金（独立行政法人福祉医療機構加入）・有給
休暇・完全週休２日制・（日・祝日・12/29 ～
1/3休園）

【臨時職員】日給
　 社会保険 ･雇用保険・通勤手当・退職金・一時金
手当3回（賞与時2回＋処遇改善交付金Ⅰ1回）
･有給休暇・完全週休2日制

【パートタイマー】日給
　雇用保険・通勤手当・処遇改善交付金1回

　☆随時募集中です。下記へご連絡ください。
　　社会福祉法人秀心会
　　　ひまわり第一保育園
　　　　☎ 0997－ 65－ 0264

　奄美大島年金事務所から専門員が来島しますの
で、この機会にぜひご相談ください。
●日時・会場

●相談員　奄美大島年金事務所職員
●内　容　国民年金や厚生年金の受給に関すること。
　※年金受給資格期間が10年に短縮されたことに
　　より、これまで年金を受けることができなかっ
　　た方も受給できる可能性があります。ご自分の
　　年金記録についてもご相談ください。
●相談当日に持参するもの
　・本人確認ができるもの（運転免許証、保険証等）
　・ 基礎年金番号がわかるもの（年金手帳、年金証
書、振込通知書など）

　※代理の場合は、委任状と代理人の身分証明（免
　　許証など顔写真があるもの）が必要です。
●申込先（要予約）
　役場住民課　国民年金係　☎ ６５－３６８７

調理師の皆さん！
平成 30年度は従事者届を提出する年です ! !

　調理師の資質向上を目的とする研修事業等を円滑
に実施できるよう、調理師法に基づき、2年に１度「調
理師業務従事者届」を提出していただいています。

●届出が必要な方は？
　調理師免許を持っている方で、平成30年 12月
31日現在において、県内の寄宿舎、学校、病院、
事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施
設、飲食店、その他多人数に飲食物を提供している
施設、魚介類販売業、惣菜製造業等で調理業務に従
事している調理師の方々です。

●届出方法は？
　「調理師業務従事者届」を平成31年1月15日（火）
までに提出して下さい。
●届出の提出先は？

保健福祉課からのおしらせ 2
「保育士の募集について」

開催日 時　間 会　場

平成31年 1月29日（火）13:30 ～ 17:00 住民課の
相談室平成31年 1月30日（水） 8:30 ～ 10:30

住民課からのおしらせ 1　
「予約制による年金相談について」

保健福祉課からのおしらせ 1
「調理師の皆さんへ大切なお知らせ」
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＊ 1 歳になりました＊

－－今月の題字今月の題字－－

＊おおきくなあれ＊

乾 乾 孝孝
こうたろうこうたろう

太朗太朗  くんくん

選手名：乾孝太朗（いぬい こうたろう）/生年月日：
平成29年 11月 3日 /身長：78cm/体重：11.4kg/
投打：右投げ左打ち（の予定）/好物：カボチャ、ブロッ
コリー /ＰＲ：大谷翔平に続く二刀流を目指し、日々
自主トレ中。今後の成長に期待が高まる。（父母より）

（父 生一・母 華子）（父 生一・母 華子）

【湾】【湾】

　今月の広報『きかい』の題字は喜界中学
校 3年生の３人。「将来の夢」を尋ねました。
　すみれさんは「将来は薬剤師になりたい。
しっかりとした知識を身につけ、叔母のよう
な誇りを持って仕事に取り組む薬剤師になり
たい」。はなさんは「将来は、大好きな喜界
島がより魅力的な島になるような手伝いがで
きる職業に就きたい。そのためにも今は勉強
やスポーツなど、目の前のことに全力で取り
組んでいきたい」。一斗くんは「将来的には
スポーツ選手をサポートするトレーナーにな
りたいが、その前にまずは選手として甲子園
に出場したい。そのためにも今は勉強と体
づくりに励みたい」と話してくれました。
　夢に向かってチバリヨ～島の宝子たち！

　若松　すみれさん　『き』
　文園　はなさん　　『か』
　横山　一

いっと

斗くん　　『い』

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）

　

氏 

名
（
敬
称
略
）  

住
所

開 

將
人

竹
村 

智
之

木
村 

慶
子

新
井 
幸
子

三
田 
芳
大

丸
山 

隆
之

奥
田 

裕
司

片
山 

浩
二

西 

稔
一

砂
金 

達

福
原 

卓
也

久
保 

祥
夫

井
上 

博
章

東
京
都
目
黒
区

東
京
都
中
野
区

広
島
県
広
島
市

東
京
都
世
田
谷
区

兵
庫
県
姫
路
市

東
京
都
大
田
区

岐
阜
県
岐
阜
市

大
阪
府
豊
能
町

大
阪
府
堺
市

東
京
都
北
区

神
奈
川
県
川
崎
市

神
奈
川
県
秦
野
市

神
奈
川
県
横
浜
市

飯
島 

悟

高
山 

弘
臣

叶 

守
小
原 

隼
人

西 

こ
の
み

福
島 

の
り
え

藤
井 

美
奈
子

向
井 

豊
一
郎

喜
島 

孝
男

関
藤 

貴
信

長
田 

進

増
田 

直
樹

高
倉 

彩
可

川
浪 
美
恵

難
波 
孝
一

埼
玉
県
所
沢
市

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
墨
田
区

大
阪
府
豊
中
市

北
海
道
稚
内
市

神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
都
世
田
谷
区

大
阪
府
富
田
林
市

大
阪
府
泉
大
津
市

東
京
都
目
黒
区

大
阪
府
和
泉
市

大
阪
府
高
槻
市

奈
良
県
橿
原
市

神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
都
新
宿
区

重
野 

隆
太

町
田 

耕
一

宮
崎 

晃
一
郎

山
下 

健
治

友
田 

英
助

福
岡 

和
文

照 

光
次
郎

吉
田 

優
一

小
園 

政
昭

中
村 

さ
ち
子

霧
島
市

兵
庫
県
西
宮
市

東
京
都
中
野
区

栃
木
県
宇
都
宮
市

東
京
都
八
王
子
市

神
奈
川
県
横
浜
市

兵
庫
県
西
宮
市

北
海
道
木
古
内
町

鹿
児
島
市

兵
庫
県
神
戸
市

一
般
寄
付
金

昭
和
30
年
生
東
京
同
窓
会
全
行
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
一
同

【羽里】【羽里】

　しっかり者で音楽が大好きな長女。物静かだけど天然っ
ぷりで家族を笑わせてくれる長男。ひょうきんで甘えん
坊の次男。３人ともいつの間にか成長し、それぞれの目
標に向かって頑張っている姿は、とても頼もしく、微笑
ましいです。これからも応援しているよ。    （父母より）

   田口    田口 龍龍
りゅうのすけりゅうのすけ

之介之介  くん（くん（小5・小5・左）   左）   和和
わか なわ か な

奏奏  さんさん（（中１・右上）　         中１・右上）　         

                                                                                      湊湊
みな とみ な と

仁仁  くんくん（小1）（小1）（父 彰平・母 寿子）（父 彰平・母 寿子）
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氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

松
村　

秀
一
郎

三
島　

和
子

乾　

和
子

松
山　

キ
ヨ

原
田　

賢
吾

益　

寿
幸

梅
田　

モ
ツ
エ

辻　

則
一
郎

村
中　

芳
義

榮　

園
子

丸
山　

ヤ
ス
子

榮　

長
義

（
79
才
・
赤
連
）

（
87
才
・
湾
）

（
88
才
・
湾
）

（
94
才
・
荒
木
）

（
70
才
・
中
里
）

（
38
才
・
湾
）

（
88
才
・
志
戸
桶
）

（
82
才
・
塩
道
）

（
85
才
・
湾
）

（
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才
・
湾
）

（
67
才
・
中
里
）

（
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才
・
上
嘉
鉄
）
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住
所

高
野　

健

有
村　

良
枝

秋
田　

一
明

松
村　

里
子

三
幸　

徳
也

竹
下　

廣
二

梅
田　

明
美

栄　

光
広

伊
実
久

川
嶺

上
嘉
鉄

赤
連

佐
手
久

志
戸
桶

高
知
市
（
志
戸
桶
）

湾

長
田　

恵え

な那　
（
暁
海
・
赤
連
）

森　

佑ゆ
う
き輝　

　
（
茂
・
湾
）

南　

陽ひ

ま

り
茉
莉　
（
勇
人
・
赤
連
）

藤
涼
子
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　
　
　
　
　
　
　

喜
界
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湾

<

萌
葉
会>

ふ
し
ぎ
な
り 

な
す
こ
と
あ
ら
ば
老
い
の
身
も　

こ
こ
ろ
も
果
て
り
て
今
も
生
き
生
き

台
風
と
向
き
合
ひ
暮
ら
す
島

し
ま
ん
ち
ゅ

人
に　

残
る
爪
痕
未
だ
す
さ
ま
じ

被

災

う

け

徐

々

に
復

旧

島

の
宝
　

結

い
の
心

健

在

な

り

病
棟
に
朝
日
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し
込
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や
わ
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ぎ
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街
の
風
景
移
ろ
い
で
見
ゆ

満
月
よ
優
し
き
も
の
ぞ
見
る
人
の　

心
映
し
て
そ
っ
と
寄
り
添
ふ

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

あ
こ
が
れ
の
九
十
歳
は
い
み
じ
く
も　

甥お
い
め
い姪

に
囲
ま
れ
呆
け
る
暇ひ

ま

無
く

今
日
こ
そ
は
あ
し
た
こ
そ
は
と
五
十
年　

し
わ
寄
せ 

す
な
お
に
う
け
て
過
ご
し
ぬ

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

中
村　

ひ
ろ
え

佐
東　

喜
三
郎

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

 

氏　
　

名　

    （
年
齢
・
住
所
）

龍
田　

修

作
田　

清
彦

秋
田　

三
江

（
74
才
・
湾
）

（
77
才
・
川
嶺
）

（
87
才
・
上
嘉
鉄
）

（
敬
称
略
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

■ 

寄
付
金

－今月の風景－－今月の風景－

　ウヤンコー（高祖祭）から数えて 3 日目にある中里集落

島遊びで行われるソーメンガブー。今年は 11 月 28 日に行

われました。この祭りは、特設櫓
やぐら

の上などから投げ入れら

れる素麺（ソーメン）を老若男女が入り乱れて奪い合います。

また、他人の素麺を奪ってもいいというルールがあり、獲得

した素麺をうっかり手に持ったままにしておくとあ
・

っという

間に奪われてしまいます。祭りの由来は諸説あって定かには

わかりませんが、今や喜界島が世界に誇る「世にも稀なる

奇祭」としてマスコミの取材も毎年入るほどの注目ぶりです。

ソーメンガブーソーメンガブー

 

「
1
歳
に
な
り
ま
し
た
」

　
　

 

撮
影
会
を
行
い
ま
す

　

広
報
き
か
い
で
は
「
1
歳

に
な
り
ま
し
た
」
コ
ー
ナ
ー

の
撮
影
会
を
行
い
ま
す
。
対

象
は
平
成
29
年
10
月
〜
12
月

生
ま
れ
で
喜
界
島
に
お
住
ま

い
の
お
子
さ
ん
で
す
。
た

だ
し
、「
1
歳
に
な
り
ま
し

た
」
コ
ー
ナ
ー
に
出
演
経
験

の
あ
る
お
子
さ
ん
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
平

成
31
年
1
月
15
日
ま
で
に

広
報
係
夏
目
（
☎
６
５
‐

３
６
８
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

喜界町の住民基本台帳人口
（平成30年12月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,815 戸（▲５）
人 口  ・・・・ 7,108 人（▲ 6）
男   ・・・・ 3,507 人（２）
女   ・・・・ 3,601 人（▲ 8）

（　）は前月比、▲はマイナス
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０１８

.１
2

Ｖ
ｏｌ．６１８

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・ 旧すこやかセンター
子育・・・   子育て支援センター
コミ・・・ 役場コミュニティホール
トレ・・・ 役場トレーニング室
研修・・・ 役場研修室

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（平成 31年１月１日～１月 31日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

ハロウィンナイトハロウィンナイト

島内一周駅伝島内一周駅伝

ハロウィンナイトハロウィンナイト

ハロウィンナイトハロウィンナイト

ハロウィンナイトハロウィンナイト

ハロウィンナイトハロウィンナイト

ハロウィンナイトハロウィンナイト

ウヤンコーウヤンコー

ハロウィンナイトハロウィンナイトわんぱく相撲わんぱく相撲

ハロウィンナイトハロウィンナイト

■　

編　

集　

後　

記　

■

■
先
月
の
編
集
後
記
で
過
去
に
全
国
高
校
駅
伝
の
舞
台
・

都み
や
こ
お
お
じ

大
路
を
走
っ
た
喜
界
島
出
身
者
は
古
沼
寛
之
さ
ん
と
前
島

香
代
さ
ん
の
2
人
だ
と
紹
介
し
た
が
、
昭
和
55
年
に
志
戸
桶

出
身
の
吉
山
英
雄
さ
ん
（
鹿
実
）
が
出
走
さ
れ
て
い
た
。
大

変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
12
月
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は

都
大
路
本
番
と
ち
ょ
う
ど
重
な
る
。
先
月
号
で
紹
介
し
た
先

山
出
身
の
模ば

く
ゆ
き
ま
さ

幸
正
く
ん
（
鹿
城
西
）
の
活
躍
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。
■
さ
て
、
今
月
号
も
ネ
タ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
が

「
わ
ら
び
荒
木
ゆ
み
た
狂
言
」
の
荒
木
っ
子
た
ち
は
よ・

・く
が
ん

ば
っ
た
。
8
月
に
取
材
し
た
際
は
セ
リ
フ
は
ま
だ
ま
だ
、
シ
マ

ユ
ミ
タ
の
発
音
ま
だ
ま
だ
、
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
は
ぼ
ち
ぼ

ち
状
態
だ
っ
た
が
、
本
番
で
は
大
き
な
声
で
堂
々
と
振
る
舞
っ

て
い
た
。
4
月
か
ら
毎
週
行
わ
れ
た
練
習
を
主
導
し
た
喜
界

島
言
語
文
化
保
存
会
の
生
島
常
範
さ
ん
、
全
体
を
総
括
し
た

実
行
委
員
会
の
方
々
、
練
習
を
裏
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
親
御
さ

ん
た
ち
、
そ
し
て
シ
マ
ユ
ミ
タ
講
師
を
務
め
た
荒
木
っ
子
た
ち

の
大
先
輩
で
あ
る
7
人
の
皆
さ
ん
。
本
番
で
の
感
動
も
ひ
と

し
お
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
■
つ
い
先
日
、
職
場
に
一
本
の
電

話
が
入
り「
兄
さ
ん
の
シ
マ
は
ジ
ャ
ー
デ
ッ
カ
。
シ
マ
ユ
ミ
タ
、

ワ
カ
エ
ン
ニ
ャ
？
」「
は
、
母
が
伊
砂
で
ん
ど
〜
、
聞
く
こ
と
し

か
で
き
え
ら
ん
・
・
ど
〜
」
ひ
と
通
り
要
件
を
話
し
終
え
、
切
り

際
に
「
あ
り
が
と
う
さ
ま
で
ー
ー
・
・
た
」
方
言
で
話
し
た
い
気

持
ち
は
あ
る
も
の
の
自
信
も
実
力
も
な
い
た
め
蚊
の
鳴
く
よ

う
な
音
量
。
話
さ
な
け
れ
ば
上
達
し
な
い
、
さ
れ
ど
い
き
な

り
人
前
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
少
し
悩
ん
で
み
た
が
す
ぐ
に
妙

案
が
・
・
気
の
置
け
な
い
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
稽
古
す
れ
ば
い

い
の
だ
。
と
い
う
こ
と
で
今
年
の
年
末
年
始
は
せ
っ
せ
と
同
窓

会
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
飲
み
会
に
行
く
大

義
名
分
は
立
つ
し
、
方
言
は
上
達
す
る
し
で
楽
し
く
な
り
そ

う
だ
。
■
皆
さ
ん
今
年
１
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
1
月
号
に
て
笑
顔
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 　
　
（
夏
目
）

日 月 火 水 木 金 土
1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

●第37回元旦
駅伝大会
●年始会、年
賀式、新年拝
賀会（池治、島
中、荒木）

●喜界町成人式
【休養村 10：００～】
●敬老会（佐手
久、志戸桶、阿伝、
蒲生、島中）、新
年会（蒲生、滝川）

●敬老会（池治、
先山、中里、中間、
荒木、浦原、上
嘉鉄、赤連、手
久津久、小野津）

●赤ちゃんおは
なし会
【図書館11：00～】

●お正月おはな
し会
【図書館14：00～】

1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11 1/12
●消防出初式 ●幼・小・中・３学

期始業式
●奄美病院巡回
診療（～1/10）
【診療所8：30～】

●登記相談
【研修9：00～】

●土曜授業
●体操教室
【コミ9：30～】

1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19
●診療所内科診
療（1/16まで）
【診療所8：30～】
●喜界町子ども
会大会（カルタ取
り大会）

成人の日

1/20 1/21 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26
●母子相談
【子育11：00～】

● 2 歳・2 歳半
児歯科健診
【すこ13：15～】

1/27 1/28 1/29 1/30 1/31
●診療所内科診
療（1/30まで）
【診療所8：30～】
●郵便局長協会
旗スポーツ大会

●年金相談会
【住民課相談室
13：00～】

●奄美病院巡回
診療（～1/11）
【診療所8：30～】
●年金相談会
【住民課相談室
8：30～】

●立志式【喜界
中学校体育館】
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